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ここが聞きたい！８人登壇

防犯カメラ条例、後追い制定

せせらぎ公園撤去に 680万円

９月定例会議

請願・陳情

まちづくりへの提言
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特集

 令和５年度決算
全会計原案どおり認定

P2

《表紙》 
９月中旬、町内の稲刈りのようす。

順調な生育に合わせ、早めの収穫。

天の恵みに感謝！
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特 
集決算

令和５年度

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

詳
し
い
質
疑
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
！

9,600万円

１億1,400万円

18億1,300万円

18億3,300万円

4,700万円

4,200万円

国民健康保険

介  護  保  険

水  道  事  業

下 水 道 事 業

病  院  事  業

訪問看護
ステーション事業

20億6,500万円

19億  900万円

17億  500万円

16億3,200万円

６億4,800万円

６億3,800万円

１億   800万円

9,100万円

２億円

２億円

１億6,700万円

１億6,600万円

7,400万円

6,900万円

１億6,900万円

３億8,600万円

特
別
会
計
　   

　
　  

企
業
会
計

歳入

歳出

歳入

歳出

後期高齢者医療

市  場  事  業

歳入

歳出

歳入

歳出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

資本的収入

資本的支出

資本的収入

資本的支出

全会計原案どおり認定
４日間で 176 の質疑、反対討論はなし

問答
　
　

子
育
て
施
策
の
財
源
を
紐
解
け
ば
、

国
の
予
算
の
付
き
具
合
に
左
右
さ
れ
る
。

継
続
的
に
支
え
ら
れ
る
か
。

　
　

も
と
よ
り
、
予
算
あ
り
き
と
思
っ
て

は
い
な
い
。
し
ゃ
べ
り
場
の
提
供
か
ら
伺

え
る
課
題
や
要
望
を
政
策
に
反
映
す
る
こ

と
が
一
番
大
事
な
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

財
政
措
置
が
必
要
で
あ
れ
ば
整
え
て
い
く
。

　
　

経
済
的
な
支
援
以
外
の
ソ
フ
ト
事
業

も
望
ま
れ
て
い
る
が
。

　
　

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
は
あ
る
が
、
し

っ
か
り
向
き
合
い
な
が
ら
子
育
て
し
や
す

い
環
境
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ど
こ
に
行
っ
て
誰
に
相
談
す
れ
ば
い

い
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
７

年
度
事
業
で
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設

置
予
定
だ
が
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
頂
き

た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
行
政
窓

口
へ
の
疑
問
の
声
は
あ
っ

た
。
現
状
で
は
、
各
担
当

課
に
要
望
等
を
頂
き
た
い
。

問

答

子育て環境が大きく前進した１年であったと言えるか

お母さん方の思いを受け止め政策に反映していく。

Q.
A.

問答問 答

コロナ感染症拡大から見えた教訓は

一番大事なことは、確かな情報をいかに伝達するかという事だ。

Q.
A.

一
般
会
計
の
お
金
の
動
き

令和５年度 

４つの主要方針４つの主要方針

人づくりから始まる
　　　　　　まちづくり

子育て環境の充実

地域経済の回復
新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止対策

=

=

－
（出ていったお金）（入ってきたお金）歳入 歳出

122 億 5,600 万円 113 億 1,800 万円

形式収支額 ９億３,800 万円

実質収支額 ８億 4,300 万円

－ ９,500 万円繰越額

 繰 越 4 億 1,300 万円

 貯 金 4 億 3,000 万円
（財産調整基金繰入金）

後藤伸太郎議員後藤伸太郎議員

詳
細
は
、
上
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

０
：
42
：
40
〜

総
括
的
質
疑

　
　

災
害
と
同
様
に
、
今
後
も
繰
り
返
し

起
こ
り
う
る
。
ど
う
伝
え
て
い
く
の
か
。

　
　

東
日
本
大
震
災
と
同
様
、
当
時
は
大

混
乱
だ
っ
た
。
冷
静
な
対
応
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
共
有
し
て
い
く
。

　
　

南
三
陸
病
院
経
営
の
健
全
化
と
安
定

し
た
医
療
の
充
実
は
。

　
　

病
院
の
経
営
に
お
い
て
大
事
な
こ
と

は
、
医
師
の
確
保
で
あ
る
。
現
院
長
を
中

心
に
20
数
名
の
研
修
医
や
職
員
ス
タ
ッ
フ

を
揃
え
て
い
る
。
町
民
の
み
な
さ
ん
に
医

療
の
提
供
が
滞
ら
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

　
　

病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
で
は
、
令
和

10
年
度
の
黒
字
化
を
目
指
す
と
あ
る
が
。

　
　

様
々
な
計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
外

的
要
因
が
絡
む
こ
と
も
あ
り
、
目
標
に
は

な
か
な
か
至
ら
な
い
。

　
　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
積
極
的
に
支
え
、

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
　

台
湾
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
支
援
に

よ
る
病
院
再
建
か
ら
10
年
に
な
る
。
医
療

が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
あ
の
苦
し
さ
を
思

え
ば
、
感
謝
の
思
い
を
持
ち
続
け
て
い
く

事
が
大
切
だ
。
も
う
一
度
改
め
て
町
民
の

み
な
さ
ん
の
念
頭
に
置
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

問答 問答

答問

※金額は十万円以下切り捨て。

　令和６年９月定例会議は、９月３日から 12
日まで開催されました。
　一般質問（P７～）は８人が登壇し、さま
ざまな視点から町長や教育長に対し論戦を展
開しました。議案審議では、条例改正（P16）
や補正予算（P17）３２件についての質疑が
行われ、それぞれ主な審議状況をお知らせし

ています。
　また、令和５年度決算審査特別委員会（後
藤伸太郎委員長）を設置し、一般会計・特別
会計の予算執行のあり方や効果について、町
民のみなさんの税金の使い道を徹底審議しま
した。その結果、全ての会計において原案ど
おり認定されました。

（来年度（R６）にもう使いみちが決まっているお金）

→

→

伊藤　俊議員伊藤　俊議員

詳
細
は
、
上
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
：
00
：
23
〜



答 問
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滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ

え
の
実
態
は  

︿
町
税
〉

答 問
　

（
伊
藤
俊
委
員
）
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
。

　
　

研
修
会
な
ど
開
催
し
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
多
く
の

方
々
の
参
加
を
期
待
す
る
。

み
ん
な
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
　
　
　  

〈
衛
生
費
〉

一
般
会
計

答

職
員
の
ス
ト
レ
ス
状
況
は

　
　
　
　 

　 

〈
総
務
費
〉

令
和
５ 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
は
ど
う
使
わ
れ
た
の
か

答 問答 問
　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
埋
設

場
の
衛
生
面
、
環
境
面
で
の

課
題
も
見
受
け
ら
れ
る
。
埋

設
場
所
の
変
更
、
焼
却
処
分

へ
の
変
更
な
ど
検
討
さ
れ
た

い
。

　
　

埋
設
場
所
は
町
有
地
で

あ
る
。
場
所
の
変
更
も
検
討

し
た
い
。

害
獣
の
埋
設
場
、
限
界

で
は    

〈
農
林
水
産
業
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
滞
納
繰

り
越
し
分
の
収
納
率
が
低
い
。

財
産
差
し
押
さ
え
の
現
状
は
。

　
　

滞
納
処
分
に
よ
る
差
し

押
さ
え
は
預
貯
金
、
給
与
等

で
行
っ
て
い
る
。
不
動
産
に

つ
い
て
は
現
在
行
っ
て
い
な

い
が
今
後
行
う
場
合
も
あ
る
。

　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
職
員

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
し
た
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に

繋
が
る
か
。

　
　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

マ
ー
ク
方
式
に
よ
り
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
行
う
。
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
改
善
に
活
用
さ

れ
る
。

今
後
の
高
齢
者
見
守
り
支
援

の
あ
り
方
は
　 

〈
民
生
費
〉

答 問
　

（
伊
藤
俊
委
員
）
見
守
り

支
援
の
体
制
は
十
分
か
。

　
　

地
域
福
祉
計
画
の
中
で

支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｓ
Ａ
制
度
は
今
後
も
活
用

し
て
い
く
。

答

食
生
活
の
改
善
か
ら
健
康
に    

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
衛
生
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

状
況
は
。

　
　

南
三
陸
の
味
、
レ
シ
ピ
集
が
完
成
し
配
布
し

た
。
台
湾
の
学
生
と
本
町
の
食
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

焦点は
ここ問 歳

　
　
入

歳
　
　
出

★★★問 答答

複数委員が質疑
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
資
格
の
拡
大
を
図

っ
て
は
　
　
　
　   

〈
使
用
料
及
び
手
数
料
〉  

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
入
居
資
格
の
拡
大
を
検
討

で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
入
居
希
望
者
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。
将

来
的
な
課
題
で
は
あ
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
入
居
の
際
の
保
証
人
の
要
件

を
緩
和
で
き
な
い
か
。

　
　

将
来
的
に
は
必
要
で
あ
る
。
当
面
は
従
来
ど

お
り
と
す
る
。

★★★問

答

健
康
寿
命
、
最
下
位
に
危
機
感    

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
民
生
費
〉

焦点は
ここ問

　

（
髙
橋
尚
勝
委
員
）
当
町
の
男
性
の
健
康
寿
命

が
県
下
最
下
位
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。
重
大
な

問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
要
因
は
何
か
。
ま

た
解
決
策
は
あ
る
か
。

　
　

要
因
は
明
確
で
は
な
い
。
食
生
活
に
お
け
る

塩
分
摂
取
過
多
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

運
動
不
足
解
消
な
ど
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
診
断
を
促
す
こ
と
で
予
防

対
策
を
図
っ
て
い
る
が
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

答 問 災
害
援
護
資
金
の
償
還
計
画

に
は
応
相
談
を 

〈
諸
収
入
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
償
還
期

限
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。
滞

納
繰
り
越
し
も
増
え
て
い
る

が
、
対
応
策
は
。

　
　

借
入
者
の
高
齢
化
や
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
で
滞
納
が
増
え

て
い
る
。
今
後
相
談
に
応
じ

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

志
津
川
地
区
の
回
遊
性
を

　 

　
　
　
　 

〈
総
務
費
〉

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
交
流

拠
点
地
区
事
業
効
果
分
析
調

査
の
結
果
、
志
津
川
地
区
の

回
遊
性
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
期
待
で
き
る
か
。

　
　

志
津
川
地
区
の
観
光
客

の
回
遊
場
所
及
び
回
遊
率
等

を
調
査
し
た
。
今
後
誘
客
向

上
を
図
る
た
め
デ
ー
タ
と
し

て
活
用
す
る
。

い
き
い
き
体
操
、
使
い
や
す

い
補
助
金
を    

〈
民
生
費
〉

答 問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
補
助

金
の
使
い
勝
手
が
悪
い
と
の

声
が
あ
る
。
飲
食
に
も
使
用

で
き
な
い
か
。

　
　

介
護
予
防
の
観
点
で
交

付
し
て
い
る
。
茶
菓
子
は
対

象
外
で
あ
る
。

※

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と

は
、
自
殺
の
危
険
を
示

す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

適
切
な
対
応
を
図
る
こ

と
が
出
来
る
人
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
相

談
し
や
す
く   

〈
衛
生
費
〉

答 問
　

（
及
川
幸
子
委
員
）
家
族

教
室
の
回
数
を
増
や
せ
な
い

か
。
相
談
者
が
相
談
し
や
す

い
方
法
を
。

　
　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

家
族
教
室
は
年
２
回
実
施
し

て
い
る
。
要
望
が
あ
れ
ば
増

や
し
た
い
。

★★★問 答答

複数委員が質疑
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
今
後
は   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
農
林
水
産
業
費
〉  

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
り

組
み
の
現
状
は
。

　
　

カ
キ
養
殖
イ
カ
ダ
に
付
着
し
た
海
藻
類
に
よ

る
炭
素
吸
収
量
を
５
ト
ン
、
売
り
上
げ
は
１
ト
ン

当
た
り
１
万
円
〜
５
万
円
で
あ
る
。
現
在
申
請
中

で
あ
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
全
町
的

拡
大
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

町
、
漁
協
等
で
構
成
す
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
。

★★★問

★★★問 答答

複数委員が質疑
３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
、
今
後
の
展
望
は   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
商
工
費
〉  

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
の
委

託
料
の
内
訳
と
今
後
の
運
営
は
。

　
　

指
定
管
理
の
事
業
計
画
に
基
づ
く
事
業
費
か

ら
入
場
料
収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
１
，
７
８
０

万
円
を
委
託
料
と
し
て
い
る
。
今
後
も
一
定
程
度

町
費
負
担
は
必
要
で
あ
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
展
示
か
ら
有
料
エ
リ
ア
へ
の

誘
客
の
仕
方
及
び
語
り
継
ぎ
の
あ
り
方
は
。

　
　

入
場
者
10
万
人
の
う
ち
有
料
が
３
万
２
千
人

に
な
っ
た
。
当
初
１
割
程
度
の
有
料
入
場
者
が
３

割
強
に
な
っ
た
。
語
り
継
ぎ
は
実
体
験
者
か
ら
次

世
代
の
語
り
部
育
成
が
課
題
で
あ
る
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
メ
モ
リ
ア
ル
の
人
件
費
の

う
ち
町
か
ら
の
負
担
分
は
何
名
か
。
今
後
事
業
の

あ
り
方
を
議
論
す
べ
き
。

　
　

町
の
負
担
分
は
正
規
職
員
５
名
、
パ
ー
ト
が

数
名
で
あ
る
。

★★★問★★★問

保
育
料
の
無
償
化
を
ぜ
ひ

考
え
て
　      

〈
民
生
費
〉

答 問
　

（
三
浦
清
人
委
員
）
３
月

会
議
な
ど
で
要
望
し
て
い
る
。

検
討
す
る
考
え
は
。

　
　

意
見
と
し
て
受
け
止
め

た
。
検
討
の
前
段
階
と
い
う

位
置
付
け
に
な
る
。

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
補
助
、

実
態
は 

　     

〈
衛
生
費
〉

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
補
助

制
度
の
概
要
は
。

　
　

一
人
あ
た
り
３
万
円
を

上
限
に
助
成
し
て
い
る
。
今

後
も
継
続
の
予
定
。

※

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
2)

が
海
洋
生
態
系
に
吸
収
さ
れ
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
海
洋
内
に
貯
留
さ
れ
る
炭
素
の
こ
と
。
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まだ不安の残るグラウンド状況

予
算
は
ど
う
使
わ
れ
た
の
か

特
別
会
計

問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
Ｇ
７

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
は
。

　
　

各
校
か
ら
持
ち
寄
っ
た

意
見
を
集
約
し
、
児
童
生
徒

自
ら
が
行
き
た
く
な
る
学
校

づ
く
り
の
目
標
を
決
議
し
、

制
定
し
た
。

Ｇ
７
、
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

の
発
信
を 

　  

〈
教
育
費
〉

ここが聞きたい！

一般質問は年４回の定例会議でのみ

一問一答方式で

１人９０分の制限時間で行われます。

議員からの通告によって行われるため

町政全般について自由度の高い議論が展開されます。

今回は

８人の議員が　１４件について

行いました。

佐藤　雄一　議員…８ページ

阿部　司　議員……９ページ

後藤伸太郎　議員…１０ページ

今野　雄紀　議員…１１ページ

菅原　辰雄　議員…１２ページ

佐藤　正明　議員…１３ページ

伊藤　俊　議員……１４ページ

及川　幸子　議員…１５ページ

①し尿汲み取りについて
②旧入谷公民館の今後の取り扱いは
③公民館に自販機の設置計画は

①人口減における持続地帯としての
　考えを伺う
②相続登記義務化の現状について伺う

①有害鳥獣、特にクマへの対策は

①ふるさと納税に芸術文化活動の
　推進を新たに使途指定を
②草刈りサポーター制度の導入で
　景観・環境美化を

①気温上昇による一次産業などへの
　影響は
②人事評価制度の内容について両者
　の理解は得られたのか

①農業の耕作支援と農地活用の考えを
②土砂災害警戒区域の防災・減災対策は

　

①住民ファーストの防災施策と地域
　づくりについて

①子供の「ＳＯＳ」に早く気付くには

「各議員の質問内容」

１

２

３

４

５

６

７

８

一
般
質
問

　各議員の一般質問の動画が見やすいよう、それぞれのページにQRコードを掲載して
います。お手元のスマートフォン等でカメラを起動し、QRコードを読み込み、再生す
ると、その議員の質問の時間からご覧いただくことが可能です。

答 問 消
防
水
利
の
不
足
す
る

地
域
は
　
　  

〈
消
防
費
〉

　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
消
防

水
利
の
不
足
す
る
地
域
調
査

の
結
果
と
対
応
は
。

　
　

希
薄
地
域
抽
出
業
務
に

よ
り
令
和
６
年
度
、
大
沢
地

区
、
樋
の
口
地
区
に
防
火
水

槽
を
整
備
す
る
。

答

平
成
の
森
の
芝
枯
れ
、
由
々
し
き
事
態    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
教
育
費
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
昨
年
の
猛
暑
が
原
因
と
考

え
る
が
芝
管
理
が
適
正
で
あ
っ
た
か
。

　
　

管
理
不
足
の
点
も
確
認
し
た
。
今
秋
に
播
種

等
に
よ
る
芝
の
修
復
作
業
を
行
う
。
来
年
度
に
は

利
用
可
能
と
考
え
て
い
る
。

焦点は
ここ問

問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
志
津

川
公
民
館
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
状
況
は
。

　
　

行
政
区
長
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
持
っ
て
い
る
。
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努

め
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
充
実
を      

〈
教
育
費
〉

答

答

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
特
定
検

診
の
受
診
率
が
低
い
（
約
47

％
）
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
受
診

控
え
も
。
受
診
率
向
上
支
援

事
業
も
活
用
し
た
が
、
思
っ

た
ほ
ど
数
字
が
上
が
ら
な
か

っ
た
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
小
児
科

の
患
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、

診
療
体
制
や
現
場
の
対
応
は

大
丈
夫
か
。

　
　

診
療
時
間
も
含
め
患
者

数
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
お
手
伝
い
も
あ
る
。

答 問 公
営
住
宅
の
合
鍵
管
理

の
状
況
は
　  

〈
土
木
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
合
鍵
管

理
制
度
の
運
用
状
況
は
。

　
　

全
８
団
地
７
３
８
戸
の

う
ち
制
度
利
用
が
１
０
０
戸
。

鍵
の
預
け
先
の
届
出
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。

問答

問答

問答

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
介
護

予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
希
望
者
が
町
外
に
流
出

し
て
い
る
。
事
業
所
等
の
誘

致
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

民
間
事
業
者
が
多
く
、

簡
単
で
は
な
い
。
で
き
る
限

り
利
用
者
、
家
族
の
相
談
に

は
対
応
し
て
い
く
。

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
市
場

内
の
車
輌
や
設
備
に
突
発
的

な
故
障
な
ど
発
生
し
た
場
合

の
対
応
は
。

　
　

修
繕
費
を
予
め
計
上
し

て
い
る
が
、
予
備
費
を
活
用

す
る
場
合
も
あ
る
。

検
診
の
受
診
率
上
昇
を 

　  

　  

〈
国
民
健
康
保
険
〉

市
場
の
整
備
や
車
輌
の
修

繕
は 

　     

〈
市
場
事
業
〉

町
外
へ
の
利
用
流
出
が
あ

る
が 

　     

〈
介
護
保
険
〉

小
児
科
患
者
の
増
に
対
応

で
き
る
か   

〈
病
院
事
業
〉

資
格
を
取
得
し
た
職
員
へ

の
待
遇
は   

〈
病
院
事
業
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
資
格

等
を
取
得
し
た
職
員
へ
の
待

遇
面
に
つ
い
て
配
慮
が
あ
る

か
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

ス
キ
ル
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
今
後
も
心

掛
け
て
い
く
。

①
全
校
生
徒
が
助
け
合
う
学

校②
い
じ
め
が
な
い
学
校

③
明
る
く
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
学
校
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相続は早めの行動が肝心です

４年前から使用されなくなった林業村落センター

問 答

問 答

問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

旧
入
谷
公
民
館
の
今
後
の
取
り
扱
い
は

町
長
　
国
の
財
産
処
分
の
手
続
き
に
も
照
ら
し
協
議
中

施設整備

答

問 答 答問 問

答

　
　

昭
和
54
年
度
施
工
さ
れ

た
多
目
的
集
会
施
設
︵
林
業

村
落
セ
ン
タ
ー
︶
が
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
４
年
が
経
過

し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
が

み
え
て
こ
な
い
が
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
が

確
認
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、

公
の
施
設
と
し
て
住
民
の
利

用
に
供
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
　

築
45
年
経
過
の
こ
の
建

築
物
を
解
体
す
る
と
す
れ
ば

そ
の
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　

本
施
設
の
今
後
の
取
り

扱
い
を
含
め
、
国
の
財
産
処

分
の
手
続
き
に
も
照
ら
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
協
議
中

で
あ
る
。

　
　

建
物
周
辺
の
管
理
状
況

が
悪
い
と
感
じ
る
が
。

　
　

町
と
し
て
所
有
し
て
い

る
の
で
周
辺
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
当
然
町
が
責
任
を

も
っ
て
整
備
し
て
い
く
。

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

し
尿
汲
み
取
り
に
つ
い
て

町
長
　
委
託
予
算
の
算
定
は
当
然
行
わ
れ
る
べ
き

環境整備

安心できる生活

環境を守ること

が住民にとって

は一番大切と考

えるが。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

答 問
　
　

現
在
の
料
金
体
系
の
根

拠
は
。

　
　

町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
に
お
い

て
規
定
し
て
い
る
。

　
　

料
金
改
定
は
い
つ
さ
れ

た
の
か
。

　
　

確
認
で
き
た
資
料
に
よ

る
と
、
直
近
の
改
定
と
し
て

は
令
和
元
年
度
。

　
　

今
後
に
お
け
る
汲
み
取

り
料
金
の
改
定
の
考
え
は
。

　
　

い
ず
れ
改
定
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
あ
る
意
味

避
け
て
通
れ
な
い
部
分
が
あ

る
の
か
な
と
思
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
後
の
い
ろ
い
ろ

な
物
価
高
騰
の
中
、
町
と
し

て
そ
の
辺
ど
の
よ
う
な
解
決

策
を
目
指
し
て
こ
の
事
業
を

や
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

そ
れ
に
見
合
っ
た
形
で

の
委
託
予
算
の
算
定
は
当
然

さ　

  

と
う　
　

ゆ
う　

い
ち

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

佐
藤 

雄
一 

議
員

さ　

  

と
う　
　

ゆ
う　

い
ち

阿
部 

　
司 

議
員

あ　
　

べ　
　
　
　
　

  

つ
か
さ

人
口
減
に
お
け
る
持
続
地
帯
と
し
て
の
考
え
を
伺
う

町
長
　
男
女
の
区
分
け
な
く
支
援
す
る

人口問題

人口減少対策は

男女賃金格差と

産業振興の二刀

流で取り組みま

しょう。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

答 問
　
　

近
年
多
発
し
て
い
る
地

震
等
の
自
然
災
害
に
お
い
て

は
今
後
の
住
環
境
条
件
と
し

て
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思

う
が
。

　
　

東
日
本
大
震
災
の
経
緯

か
ら
高
台
に
団
地
を
整
備
し

て
い
る
が
中
山
間
地
と
し
て

は
土
砂
災
害
の
警
戒
を
考
え

る
。

　
　

人
口
減
少
問
題
の
象
徴

と
も
い
え
る
﹁
消
滅
可
能
性

都
市
﹂
の
考
え
は
社
会
現
象

の
み
を
捉
え
て
い
る
が
、
今

後
は
自
然
現
象
と
の
両
面
で

考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

日
本
全
体
が
人
口
縮
小

社
会
に
向
か
っ
て
い
る
の
で

人
口
減
少
対
策
と
合
わ
せ
産

業
と
し
て
の
労
働
者
確
保
も

考
え
る
。

　
　

県
の
労
働
実
態
調
査
に

よ
る
と
沿
岸
部
と
内
陸
部
と

相
続
登
記
義
務
化
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う

町
長
　
法
務
局
と
連
携
し
て
周
知
対
応
を
行
う

相続登記
答 問

問

答 答 問 に
お
い
て
男
女
間
の
賃
金
格

差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　

内
陸
と
沿
岸
部
で
は
企

業
の
規
模
に
差
が
あ
る
。

　
　

賃
金
格
差
は
人
口
減
少

と
連
動
す
る
の
で
国
の
各
種

支
援
策
を
活
用
す
べ
き
と
思

う
が
。

　
　

基
本
的
に
は
商
工
会
等

が
行
う
も
の
と
考
え
る
。

　
　

当
町
の
女
性
起
業
支
援

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　

毎
年
数
名
の
方
が
活
用

し
て
い
る
が
男
女
の
区
分
け

な
く
支
援
し
て
い
る
。

答

答 問

答

問

答 問答 問答 問

　
　

相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
半
年
経
過
し
た
が
未
登
記

の
現
況
は
。

　
　

土
地
で
１
２
７
１
人
、

家
屋
で
２
６
２
人
い
る
。

　
　

相
談
件
数
等
で
の
状
況

変
化
は
。

　
　

納
税
通
知
書
に
同
封
さ

れ
た
制
度
変
更
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
て
窓
口
相
談
や
電

話
確
認
件
数
は
増
加
し
た
。

　
　

未
登
記
で
今
後
派
生
す

る
問
題
は
。

　
　

国
や
自
治
体
で
は
公
共

用
地
等
の
買
収
が
困
難
に
な

り
事
業
推
進
上
の
進
捗
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
　

法
務
局
と
の
合
同
説
明

会
の
考
え
は
。

　
　

計
画
は
し
て
い
る
が
平

日
で
一
定
以
上
の
人
数
が
要

件
で
調
整
中
で
あ
る
。

　
　

相
続
の
要
件
次
第
で
過

料
対
象
と
な
る
が
周
知
に
工

夫
が
必
要
で
は
。

　
　

死
亡
時
等
の
窓
口
で
の

各
種
手
続
時
に
も
周
知
を
図

り
た
い
。

　
　

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

相
続
登
記
義
務
化
に
は
認
知

症
と
い
う
現
実
的
問
題
が
あ

り
自
筆
証
書
遺
言
が
有
効
と

考
え
る
が
。

　
　

法
務
局
と
し
て
も
周
知

は
行
う
と
思
う
が
行
政
と
し

て
も
相
談
時
に
は
そ
れ
な
り

の
対
応
を
考
え
る
。

に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考

え
る
。

　
　

将
来
委
託
業
者
が
事
業

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の

町
の
考
え
は
。

　
　

住
民
生
活
安
定
の
た
め

に
は
同
種
の
業
者
へ
の
委
託

も
含
め
て
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
る
が
、
し
か
し

な
が
ら
町
と
し
て
は
そ
の
よ

う
な
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う

町
内
事
業
者
の
方
々
と
協
議

を
深
め
、
情
報
提
供
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

答問 問 答 問

他
に
﹁
公
民
館
に
自
販
機

の
設
置
計
画
は
﹂
も
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
、

上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※本文は、原文のとおり掲載しています。
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問

問 答

答 問

答

芸術は心を豊かにしてくれるんだよね

町内のクマ目撃地点

答

　
　

先
日
、
美
術
家
の
村
上

隆
さ
ん
が
、
個
人
向
け
、
企

業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
、

合
わ
せ
て
７
億
円
で
文
化
事

業
を
成
功
さ
せ
た
と
報
道
さ

れ
た
。
当
町
の
使
途
指
定
に

芸
術
文
化
活
動
の
推
進
を
追

加
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

そ
れ
ら
の
分
野
は
﹁
地

域
を
守
り
創
造
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
﹂
に
該
当
し
、
こ
れ

ま
で
４,

７
０
０
万
円
の
寄

贈
が
あ
り
、
高
校
の
魅
力
化

事
業
や
野
球
場
整
備
事
業
で

活
用
し
て
い
る
。
今
後
も
芸

術
文
化
を
含
め
、
そ
の
と
き

ど
き
の
行
政
需
要
、
寄
附
者

の
意
向
に
沿
う
よ
う
有
効
に

活
用
し
て
い
く
。

　
　

お
金
も
う
け
、
経
済
優

先
へ
の
予
算
措
置
も
大
切
だ

が
、
お
金
に
な
ら
な
い
長
期

問

問

答 問 問

答 問

答

※本文は、原文のとおり掲載しています。

問 問

答 問

町
長  

町
有
地
や
町
道
の
除
草
は
区
長
と
相
談
し
な
が
ら

　
　

  

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
も
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る

草
刈
り
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
で
景
観
・
環
境
美
化
を

業務委託制度
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
現
状
は
。

　
　

町
民
自
ら
が
、
考
え
、

で
き
る
こ
と
、
主
体
と
な
っ

て
行
う
事
業
や
活
動
に
対
し

て
お
ら
ほ
の
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
補
助
金
を
交
付
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
き
た
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な

く
、
地
域
の
活
動
や
草
刈
り

な
ど
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
業
務
委
託
制
度
を
導

入
で
き
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
毎
年
各
行
政

区
に
お
い
て
自
主
的
に
地
域

内
の
除
草
作
業
を
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
移
転
元
地
、

被
災
地
等
の
町
有
地
は
、
今

年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職

員
２
名
を
従
事
さ
せ
て
い
る
。

　
　

民
業
を
圧
迫
し
な
い
よ

う
な
草
刈
り
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

　
　

考
え
方
や
手
法
を
参
考

に
し
た
い
。

　
　

今
後
、
草
刈
り
条
例
の

必
要
性
は
。

　
　

特
段
、
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
。

答 答

答 答
　
　

害
獣
に
よ
る
人
的
被
害

は
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　

農
作
物
へ
の
被
害
額
は
。

　
　

直
近
３
カ
年
の
平
均
は

３
４
０
万
円
ほ
ど
。
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
、
カ
モ
な
ど
の
食

害
が
あ
る
。
農
家
の
生
産
意

欲
の
減
退
が
心
配
。

　
　

対
策
は
。

　
　

電
気
柵
の
設
置
に
対
し

て
町
独
自
で
補
助
金
を
交
付

し
て
お
り
、
今
年
度
す
で
に

15
件
の
実
績
が
あ
る
。
国
の

補
助
も
あ
る
が
、
３
世
帯
以

上
で
の
グ
ル
ー
プ
化
が
必
要
。

町
で
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
小

動
物
用
の
箱
罠
の
無
償
貸
し

出
し
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
が
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
を
毎

年
計
１
０
０
頭
以
上
捕
獲
し

獣害対策 有
害
鳥
獣
、
特
に
ク
マ
へ
の
対
策
は

町
長
　
情
報
収
集
、
情
報
提
供
に
努
め
る

抜本的対策は難

しくても打てる

手は打つべき。

早急に対応を！

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

芸術と文化は

ながい眼で人づ

くりにタイセツ

なこと。金儲け

ばかりでは。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

ご　

 

と
う　
　

し
ん　

 

た　

  

ろ
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

今
野 

雄
紀 

議
員

こ
ん　

  

の　
　

  

ゆ
う　

 

き

て
い
て
、
昨
年
度
は
２
０
０

頭
を
超
え
た
。

　
　

実
施
隊
の
活
動
状
況
は
。

　
　

定
数
上
限
の
15
名
で
活

動
し
て
い
る
。
捕
獲
し
た
際

の
手
当
て
も
近
隣
市
並
み
の

額
に
引
き
上
げ
た
。

　
　

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
急

増
し
て
い
る
。
特
に
危
険
な

地
域
な
ど
は
あ
る
か
。

　
　

昨
年
度
ま
で
３
年
間
で

６
件
だ
っ
た
も
の
が
、
今
年

は
す
で
に
15
件
。
町
内
全
域

で
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

　
　

対
策
は
。

　
　

ク
マ
に
対
し
て
は
基
本
、

追
い
払
う
こ
と
し
か
で
き
な

い
。
追
い
払
い
の
研
修
会
に

も
参
加
し
て
お
り
、
防
災
無

線
で
情
報
提
供
し
、
警
戒
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　

町
内
に
は
山
沿
い
を
通

る
通
学
路
も
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
は
絶
対
に
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
環
境

省
が
ク
マ
を
指
定
管
理
鳥
獣

に
追
加
し
た
が
、
新
た
な
対

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。
例

え
ば
、
放
任
果
樹
や
畑
に
残

っ
た
作
物
を
予
算
を
か
け
て

回
収
し
Ｂ
Ｉ
Ｏ
に
持
ち
込
む
、

児
童
生
徒
全
員
に
ク
マ
撃
退

ス
プ
レ
ー
を
配
布
す
る
な
ど

は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

国
か
ら
お
お
ま
か
な
方

針
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
メ
ニ
ュ
ー
や
予
算
化
は
こ

れ
か
ら
。
不
安
を
抱
く
町
民

も
多
い
た
め
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ク
マ

の
被
害
が
多
い
県
外
地
域
な

ど
か
ら
情
報
収
集
し
て
、
不

測
の
事
態
に
備
え
た
体
制
強

化
を
進
め
る
。

的
な
人
づ
く
り
、
文
化
、
芸

術
の
た
め
に
今
後
予
算
投
入

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

第
３
次
総
合
計
画
で
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
設
定
し
て
お
り
、
人
材
育

成
、
人
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。
昨
年
度
か
ら
南
三
陸

み
ら
い
創
生
塾
を
開
講
し
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。
予
算
あ
り
き

で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
　

中
学
校
で
は
、
吹
奏
楽

部
以
外
す
べ
て
運
動
部
へ
の

所
属
だ
が
、
中
高
一
貫
の
高

校
で
は
、
運
動
部
93
人
・
文

化
部
56
人
と
い
う
現
状
で
、

将
来
的
に
文
化
部
を
創
設
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
芸
術
文
化
活
動
の

　
　
　
　
推
進
を
新
た
に
使
途
指
定
を

町
長
　
当
該
の
使
途
か
ら
高
校
魅
力
化
・
野
球
場
整
備
事
業
で
活
用

　

︵
教
育
長
︶
中
学
校
で
は
、

ど
ん
な
部
を
設
置
す
る
か
決

ま
り
は
な
く
、
生
徒
数
、
地

域
の
状
況
で
校
長
が
判
断
し

決
め
る
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

答

問

答

問

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
両
者
の
理
解
は
得
ら
れ
た
の
か

人事評価

町
長  

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら

　
　 

概
ね
理
解
は
得
ら
れ
た
　

問 答答

問答答

問

　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

が
多
数
指
定
さ
れ
て
い
る
。

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
防

災
・
減
災
に
対
す
る
国
土
強

靭
化
計
画
を
策
定
し
て
い
る

が
、
町
の
防
災
、
減
災
の
対

策
の
方
向
性
は
。

　
　

防
災
減
災
対
策
の
方
向

性
は
、
ハ
ー
ド
事
業
の
対
策

は
財
政
面
を
考
え
る
と
、
限

界
が
あ
る
。

　
　

町
内
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
お
い
て
砂
防
堰
堤
の

整
備
工
事
に
着
手
し
て
い
る
、

そ
う
し
た
箇
所
の
下
流
域
の

治
水
対
策
の
考
え
は
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
防
災
・
減
災
対
策
は

土砂災害区域

町
長  

避
難
時
の
周
知
徹
底
し
、
ソ
フ
ト

　
　 

対
策
の
強
化
に
努
め
る

　
　

町
の
河
川
維
持
管
理
や

安
全
確
保
の
た
め
の
昇
降
施

設
等
を
各
所
に
整
備
す
る
必

要
あ
る
。
考
え
は
。

　
　

町
が
管
理
す
る
河
川
は

川
幅
が
狭
く
、
流
下
阻
害
等

の
原
因
に
な
る
こ
と
か
ら
、

方
法
や
形
態
等
を
考
慮
し
つ

つ
、
必
要
に
応
じ
施
設
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

施
設
整
備
に
伴
う
造
成

等
の
影
響
に
よ
り
、
流
出
量

や
速
度
等
の
変
化
が
あ
る
た

め
、
完
成
後
に
は
管
理
者
と

連
携
し
な
が
ら
、
排
水
路
等

の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

入谷地区のクーリングシェルターとして利用

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

問
　
　

主
食
で
あ
る
水
稲
栽
培

は
、
害
虫
、
害
獣
被
害
が
増

加
し
て
い
る
。
防
除
に
対
す

る
支
援
の
考
え
は
。

　
　

水
稲
栽
培
で
は
カ
メ
ム

シ
類
に
よ
る
害
虫
被
害
の
防

除
は
、
必
要
不
可
欠
な
作
業

と
認
識
し
て
い
る
。
各
地
域

の
実
情
を
勘
案
し
な
が
ら
、

支
援
策
の
検
討
を
進
め
る
。

ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
に
よ
る
捕
獲
活
動
や
、
農

家
の
方
の
電
気
柵
設
置
時
は
、

被
害
防
止
対
策
の
補
助
金
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
は
、
農
地
を
維
持
し

て
い
く
上
で
は
重
要
な
事
業

と
思
う
。
今
年
度
で
５
期
対

策
が
終
了
と
な
る
が
、
６
期

対
策
は
継
続
に
な
る
の
か
。

　
　

正
確
な
情
報
は
な
い
が
、

５
期
ま
で
の
制
度
事
業
で
は
、

農
業
の
耕
作
支
援
と
農
地
活
用
の
考
え
を

町
長
　
適
正
な
農
地
の
維
持
管
理
に
取
り
組
む

耕作支援

低迷しつつある

農作物に活力と

なる支援策を。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

問

問答
　
　

近
年
、
夏
の
気
温
上
昇

が
著
し
く
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
一
次
産
業
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
現
状
把
握

と
対
応
策
は
。

　
　

一
次
産
業
は
特
に
気
候

変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

農
産
物
は
高
温
と
水
不
足
な

ど
減
収
と
品
質
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。
既
に
高
温
耐
性
野

菜
栽
培
や
大
粒
葡
萄
栽
培
も

始
め
て
い
る
。
水
産
物
も
海

水
温
上
昇
に
よ
り
、
昨
年
、

今
年
と
ミ
ズ
ダ
コ
の
不
漁
、

ホ
ヤ
の
生
育
不
良
、
ギ
ン
ザ

ケ
の
出
荷
量
減
少
な
ど
深
刻

な
問
題
で
あ
る
。
国
は
気
候

変
動
に
適
応
す
る
生
産
安
定

技
術
、
品
種
の
普
及
を
推
進
。

町
で
は
生
産
者
か
ら
要
望
の

多
い
高
温
耐
性
種
苗
の
開
発

を
県
に
要
望
し
関
係
機
関
と

連
携
し
方
策
を
検
討
す
る
。

高温対策

※クーリングシェ
ルターは、各自治
体・行政区単位で
の共助と公助で考
えましょう‼

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

気
温
上
昇
に
よ
る
一
次
産
業
な
ど
へ
の
影
響
は

町
長
　
品
質
低
下
や
減
収
・
不
漁
、
生
育
不
良
等
深
刻
だ

菅
原 

辰
雄 

議
員

す
が　

わ
ら　
　

た
つ　

  

お

佐
藤 

正
明 

議
員

さ　

  

と
う　
　

ま
さ　

あ
き

終
了
は
な
い
と
思
う
。

今
後
は
早
期
の
情
報
収
集
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

５
期
ま
で
の
対
策
は
、

高
齢
化
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
や
す
い
制
度
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
緩
急
の
差
が
有

り
過
ぎ
る
事
か
ら
、
６
期
対

策
の
継
続
時
に
は
中
間
を
設

け
、
追
加
補
助
の
考
え
は
。

　
　

要
望
と
い
う
事
で
受
け

止
め
た
い
。

　
　

農
業
振
興
区
域
の
遊
休

農
地
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。
振
興
区
域
を
適
正
に
継

続
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　

農
振
地
域
の
制
度
に
そ

ぐ
わ
な
い
農
地
が
あ
る
。
来

年
度
以
降
に
指
定
の
見
直
し

に
着
手
し
、
適
正
な
農
地
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

住
民
生
活
へ
の
影
響
と

対
応
に
つ
い
て

　
　

熱
中
症
予
防
策
と
し
て
、

町
内
の
入
谷
・
戸
倉
・
歌
津

公
民
館
、
マ
チ
ド
マ
、
総
合

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
６
箇
所
に
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設
。

入
谷
・
戸
倉
公
民
館
に
、
合

わ
せ
て
７
名
が
利
用
し
た
。

公
民
館
以
外
は
来
場
者
が
多

く
利
用
者
の
特
定
は
難
し
い
。

　
　

入
谷
公
民
館
は
住
宅
地

か
ら
遠
く
高
齢
者
な
ど
利
用

し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
。
送
迎
な
ど
も
考
え

る
べ
き
で
は
。

　
　

各
公
民
館
は
住
宅
地
か

ら
遠
く
担
当
課
内
で
も
送
迎

の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
初
め

て
で
あ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

送
迎
は
町
内
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
も
の
で
あ
り
難
し
い
。

　
　

民
間
の
施
設
・
ス
ー
パ

ー
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て

は
。

　
　

都
市
部
で
は
各
種
施
設

に
協
力
を
得
て
お
り
当
町
で

も
可
能
だ
と
思
う
。

　
　

町
が
導
入
し
て
い
る
人

事
評
価
制
度
で
の
期
末
手
当

へ
の
反
映
や
評
価
を
す
る
・

さ
れ
る
側
、
両
者
は
十
分
な

理
解
を
し
て
い
る
の
か
。
課

題
と
対
応
は
。

　
　

給
与
へ
の
反
映
・
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
は
行
っ
て
い
な

い
。
令
和
４
年
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
概
ね
理
解
さ
れ

て
い
る
。
評
価
者
に
よ
り
バ

ラ
ツ
キ
や
結
果
に
対
す
る
不

平
不
満
が
挙
げ
ら
れ
る
。
期

末
手
当
へ
の
反
映
に
は
、
仕

組
み
の
見
直
し
が
必
要
で
調

整
を
進
め
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
や
、
自
己
申
告
制
を
取

り
入
れ
、
評
価
だ
け
で
な
く
、

気
づ
き
を
与
え
、
自
発
的
な

学
習
を
促
し
人
材
育
成
ツ
ー

ル
と
制
度
を
確
立
さ
せ
る
。

令
和
７
年
度
施
行
、
令
和
８

年
度
の
期
末
手
当
に
反
映
さ

せ
た
い
。

猛暑の中でのカメムシ防除作業

※市町村が指定した、冷房設備を有する等の
要件を満たす、誰でも休息できる施設のこと。
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問
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問

問 答答

答

問 答 答答

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

分
は
訴
え
続
け
て
い
く
。

︿
人
権
配
慮
の
避
難
所
﹀

　
　

指
定
避
難
所
は
人
権
に

配
慮
し
た
環
境
整
備
が
な
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

や
、
普
段
の
生
活
に
近
づ
け

る
よ
う
な
環
境
整
備
を
今
後

も
進
め
て
い
く
。

　
　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
配
慮
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

健
康
を
守
っ
て
い
く
こ

と
や
生
活
再
建
の
活
力
に
繋

が
る
よ
う
な
質
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
。
併
せ
て
、
短

期
・
長
期
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
支
援
の
在
り
方
な

ど
も
整
理
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
活
用
し
て
い
く
。

︿
消
防
団
の
組
織
強
化
﹀

　
　

令
和
４
年
に
報
酬
改
定

さ
れ
、
団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
効
果
は
。

　
　

一
定
の
効
果
は
あ
っ
た

と
思
う
。
そ
し
て
今
年
の
操

法
技
術
大
会
で
の
好
結
果
も

含
め
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
上
が
っ
て
い
る
。

　
　

機
能
別
団
員
な
ど
を
取

り
入
れ
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

　
　

消
防
団
の
自
立
性
を
尊

重
す
る
た
め
今
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
な
い
。

︿
防
災
教
育
に
つ
い
て
﹀

　
　

３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
に

お
い
て
町
民
の
利
用
状
況
は
。

　
　

実
際
の
集
計
は
な
い
が
、

様
々
な
企
画
を
通
し
て
利
用

は
伸
び
て
い
る
。

　
　

自
主
防
災
活
動
支
援
事

業
を
利
用
し
、
学
び
の
機
会

を
作
れ
な
い
か
。

　
　

補
助
金
を
使
う
た
め
の

工
夫
も
今
後
考
え
て
い
く
。

　
　

住
民
に
よ
る
住
民
の
た

め
の
防
災
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
地
域
づ
く
り
に
繋
が

る
と
思
う
が
。

　
　

単
に
防
災
だ
け
で
な
く

地
域
活
性
化
や
福
祉
の
視
点

か
ら
も
意
を
も
っ
て
今
後
進

め
て
い
く
。

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

答 答問 問
　
　

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童

虐
待
な
ど
子
供
に
関
す
る

様
々
な
事
が
社
会
問
題
化
し

て
い
る
。
当
町
の
実
情
は
。

　
　

要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
。

管
内
の
認
知
件
数
は
、
令
和

３
年
度
31
件
、
４
年
度
23
件
、

５
年
度
39
件
。
最
近
は
心
理

的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
が
増

加
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
対
策
地
域
協
議
会

を
評
価
し
た
上
で
、
い
じ
め

認
知
件
数
が
県
内
１
万
４,

６
４
４
件
と
昨
年
よ
り
少
な

い
が
、
中
高
生
で
78
件
多
い
。

当
町
の
現
状
把
握
は
。

　
　

夫
婦
喧
嘩
、
い
わ
ゆ
る

﹁
面
前
Ｄ
Ｖ
﹂
だ
が
虐
待
の

通
報
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
、
子
供
の
成
長
に
影

響
が
あ
り
、
小
さ
い
芽
の
う

ち
に
対
処
し
た
い
。

子
供
の
﹁
Ｓ
Ｏ
Ｓ
﹂
に
早
く
気
付
く
に
は

町
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
一
番
の
助
っ
人

地域力不可欠

子供たちの異変

に気付き、地域

で心豊かな子育

てに協力を望む。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

問 答 問答答 ︿
地
域
防
災
計
画
﹀

　
　

地
域
防
災
計
画
の
新
た

な
更
新
状
況
は
。

　
　

多
様
な
主
体
と
連
携
し

た
被
災
者
へ
の
支
援
方
法
や

情
報
伝
達
方
法
を
改
定
。

　
　

防
災
施
策
を
形
に
す
る

時
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
識

を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
そ

し
て
い
か
に
自
分
事
と
し
て

捉
え
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
が
防
災
に
と
っ
て
の
一
番

重
要
。
さ
ら
に
震
災
の
教
訓

を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い

く
の
か
が
原
点
。

︿
自
主
防
災
組
織
﹀

　
　

自
主
防
災
組
織
の
力
を

高
め
て
い
く
工
夫
は
。

　
　

引
き
続
き
、
行
政
区
長

会
議
等
も
通
じ
な
が
ら
自
主

防
災
組
織
の
強
化
と
い
う
部

防災＝福祉

防災減災は地域

の力が絶対必要。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

伊
藤 

　
俊 

議
員

い　

  

と
う　
　
　
　
　

し
ゅ
ん

及
川 

幸
子 

議
員

お
い　

か
わ　
　

ゆ
き　

  

こ

　
　

管
内
で
は
３
歳
未
満
で

心
理
的
虐
待
が
13
件
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
不
登
校
に
繋
が

る
要
因
に
な
る
こ
と
を
危
惧

す
る
が
考
え
は
。

　
　

心
理
的
虐
待
・
ネ
グ
レ

ク
ト
は
子
供
の
成
長
に
大
き

く
影
響
し
、
不
登
校
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。

　
　

県
内
で
の
通
報
は
警
察

が
多
く
次
に
近
隣
知
人
だ
。

10
年
前
と
比
較
す
る
と
県
は

１.

９
倍
、
仙
台
市
は
２.

６
倍
。
町
長
は
﹁
人
づ
く

り
﹂
が
大
事
と
話
し
て
い
る

が
、
こ
の
事
を
ど
の
様
に
見

据
え
る
の
か
。

　
　

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

そ
の
様
な
事
態
に
な
ら
な
い

様
に
地
域
社
会
が
し
っ
か
り

支
え
て
い
く
事
が
大
事
だ
。

　
　

警
察
か
ら
通
報
を
受
け

て
ケ
ー
ス
が
わ
か
る
場
合
が

多
い
。
何
と
か
そ
の
前
に
手

立
て
が
な
い
も
の
か
。

　
　

住
民
が
通
報
を
た
め
ら

っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

隣
近
所
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
出
来
て
い
れ
ば
共
有
が
早

く
早
期
発
見
に
繋
が
る
。

　
　

虐
待
を
受
け
て
成
長
す

る
と
自
分
も
虐
待
す
る
傾
向

が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
防

ぎ
、
虐
待
の
無
い
町
に
す
る

た
め
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

早
期
発
見
が
大
事
で
学

校
や
各
種
会
議
・
要
対
協
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

学
校
と
し
て
予
防
や
啓

発
は
。
ア
ル
カ
ス
の
存
在
は
。

　

︵
教
育
長
︶
小
中
学
校
で

は
﹁
Ｓ
Ｏ
Ｓ
﹂
教
育
を
実
施

し
、
虐
待
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
・
辛
い
・
悲
し
い
・
嫌
な

こ
と
に
対
し
前
向
き
に
進
む

指
導
を
し
て
い
る
。
県
警
の

組
織
に
健
全
育
成
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
﹁
ア
ル
カ
ス
﹂
が

あ
り
規
範
意
識
の
醸
成
の
た

め
、
児
童
生
徒
で
組
織
さ
れ

健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
い

る
。

答

住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
防
災
施
策
と

　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

町
長
　
防
災
教
育
も
含
め
組
織
強
化
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
励
む

問

問



　

（
伊
藤
俊
議
員
）
移
設

先
で
ど
う
展
示
す
る
の
か
。

　
　

歌
碑
に
つ
い
て
な
ど

の
説
明
板
を
設
置
す
る
予

定
。
移
設
の
際
の
セ
レ
モ

ニ
ー
な
ど
は
考
え
て
い
な

い
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）

撤
去
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

年
度
内
に
完
了
予
定
。

問

答 問問 答答 問 答
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答 問

　

年
度
途
中
、
必
要
に

応
じ
て
新
た
に
組
ま
れ

る
補
正
予
算
。
今
回
追

加
さ
れ
た
主
な
新
規
事

業
に
関
す
る
質
疑
を
掲

載
し
ま
す
。

問

問答

問 答答

算
正補

予
９月定例会議

議
案議

審
９月定例会議

防犯カメラ条例、後追い制定

木
造
の
町
営
住
宅

16
戸
を
廃
止
　
　

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
解
体

の
計
画
内
容
は
。

　
　

計
16
戸
あ
る
が
今
年
度

は
７
戸
予
定
し
て
い
る
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
現
在
入

居
し
て
い
る
人
の
対
応
策
は
。

　
　

復
興
住
宅
の
状
況
等
を

確
認
し
な
が
ら
進
め
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
復
興

住
宅
へ
入
居
し
た
場
合
の
金

額
等
の
考
え
は
。

　
　

今
後
の
状
況
を
見
て
検

討
す
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

資
格
確
認
書
で
対
応
　
　

問 　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条
例
や
子
供
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
及
び
町
営
住
宅
の
一
部
改
正
条
例
、
他
各

条
例
の
審
議
を
行
い
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

懲
罰
特
別
委
員
会 

及
川
幸
子
議
員
に

戒
告  

懲
罰

の

懲
罰
と
は
？

　
経
　
緯

９  

5　

一
般
質
問
に
お
い
て
不
穏
当
な
言
動

／
９  

6　

懲
罰
動
議
が
提
出

／
９  

12　

第
４
回
懲
罰
特
別
委
員
会

　
　
　

  

（
委
員
長
報
告
の
作
成
）

／

本
会
議
に
て
委
員
長
報
告

「
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
」

「
懲
罰
の
種
類
は
戒
告
」

　
　

起
立
採
決
の
結
果

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
適
正
か
　
　

問
　

（
伊
藤
俊
議
員
）
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
変
更
し
な
い
人
の

扱
い
は
。

　
　

国
保
に
つ
い
て
は
資
格

確
認
書
が
発
行
さ
れ
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
資
格

確
認
書
対
象
者
の
割
合
は
。

　
　

約
４
割
が
対
象
。

問答

問 答
　

（
伊
藤
俊
議
員
）
設
置
予

定
地
は
。

　
　

今
年
度
末
ま
で
に
全
て

の
小
中
学
校
に
設
置
す
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
２
校

が
設
置
済
み
で
あ
り
条
例
制

定
後
に
設
置
す
べ
き
で
は
。

問答 答
　
　

社
会
上
の
治
安
不
安
の

高
ま
り
で
後
追
い
制
定
に
至

っ
た
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
条
例

で
制
定
せ
ず
町
内
に
す
で
に

１
２
７
台
を
設
置
し
た
経
緯

は
。

　
　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
制
限
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
町
と
し
て
改
め
て

制
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

問答

答

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
ど

の
よ
う
に
お
こ
な
う
の
か
。

　
　

歌
碑
や
庭
石
な
ど
は

旧
志
津
川
駅
に
移
設
し
、

現
地
は
最
終
的
に
は
整
地

す
る
。

　
　

跡
地
の
今
後
の
利
活

用
は
。

　
　

具
体
的
な
活
用
方
法

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
十
分

な
助
成
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

検
査
は
３
万
円
、
治
療

は
５
万
円
を
助
成
し
、
さ
ら

に
町
独
自
で
自
己
負
担
分
を

10
万
円
ま
で
助
成
す
る
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
年
齢

上
限
は
。

　
　

43
歳
未
満
。
緩
和
で
き

る
か
情
報
収
集
し
て
い
く
。

問答
　

（
伊
藤
俊
議
員
）
防
犯
灯

的
な
も
の
な
の
か
。

　
　

周
辺
を
見
や
す
い
よ
う

に
照
ら
す
も
の
で
、
特
別
な

日
に
だ
け
点
灯
す
る
。

　
　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
観

光
の
材
料
に
す
る
施
設
で
は

な
い
の
で
は
。

　
　

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

単
な
る
人
集
め
に
は
し
な
い
。

問答

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
町
有

化
す
る
際
、
こ
れ
以
上
の
経

費
は
か
か
ら
な
い
と
い
う
話

だ
っ
た
は
ず
だ
が
。
設
計
で

こ
の
金
額
で
あ
れ
ば
、
全
体

の
事
業
費
は
一
体
ど
れ
ほ
ど

に
な
る
の
か
。

　
　

経
費
は
か
か
ら
な
い
、

と
言
っ
た
の
は
維
持
管
理
の

分
。
全
体
で
は
数
百
万
円
か

か
る
の
で
は
。

問答

　
　
　
戒
　
告
　
文

　
議
員
及
川
幸
子
君
は
、
９
月
５
日
の
会
議
に
お
け

る
一
般
質
問
で
の
発
言
中
、
不
穏
当
な
言
動
を
と
り
、

議
会
の
品
位
を
失
墜
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
議
員

の
職
分
に
か
ん
が
み
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
法
第
１
３
５
条
第
１
項

第
１
号
の
規
定
に
よ
り
戒
告
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
三
陸
町
議
会

　

不
穏
当
な
発
言
等
で
秩
序
を
乱
し
た
議
員
に
、
議
会

の
規
律
と
品
位
を
守
る
た
め
に
科
す
制
裁
の
こ
と
で
す
。

刑
罰
と
は
異
な
り
ま
す
。
懲
罰
に
は
、
戒
告
、
陳
謝
、

出
席
停
止
、
除
名
の
４
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

及
川
幸
子
議
員
が
一
般
質
問
の
内
容
と
は
無
関
係
の
発

言
を
し
た
こ
と
、
議
長
に
制
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

発
言
を
続
け
た
こ
と
が
、
会
議
規
則
に
違
反
す
る
と
し
て
、

菅
原
辰
雄
議
員
、
村
岡
賢
一
議
員
か
ら
懲
罰
動
議
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
懲
罰
特
別
委
員
会
（
後
藤

伸
太
郎
委
員
長
）
が
設
置
さ
れ
、
違
反
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
戒
告
の
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
、
本
会
議
で
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

及
川
幸
子
議
員
に
は
、
公
開
の
議
場
に
て
戒
告
文
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
戒
告
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

９  

9　

第
１
回
懲
罰
特
別
委
員
会
（
委
員
長
選
任
）

／
９  

10　

第
２
回
懲
罰
特
別
委
員
会
（
事
実
確
認
）　

／
９  

11　

第
３
回
懲
罰
特
別
委
員
会

　
　
　

 

（
本
人
か
ら
の
聞
き
取
り
、
内
容
審
査
、
決
定
）　

／

⇒ ⇒

公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告

防犯カメラの設置は適正か

  　　不妊検
査費

　不妊治療費
助成金

  〈衛生費〉 １
８０万円

  旧防災対策
庁舎

照明設備設計
業務委託料

  〈土木費〉 １
７０万円

せせらぎ公園
撤去工事

 〈土木費〉 ６
８０万円
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

町ぐるみで課題解決へ
　価値観が多様化する現代社会

において、子どもたちを取り巻

く環境も大きく変化しているが、

今回の調査を通じて感じたこと

は、新しい事業をスタートさせ

る余力が行政側に無いことであ

る。事業に優先順位をつけるこ

とは大切だが、民間に頼るべき

ところは頼り、やれることを増

やしていかなければならない。

優先順位を下げ、後回しにした

先で、不幸な事件や事故が起こ

ることは避けなければならない。

町ぐるみで課題解決へ向かうこ

　令和６年５月の京都
府与謝野町ならびに宮
津市での視察を踏まえ、
教育行政及び子育て環
境についての調査をま
とめ、結びとした。

持続可能な一次産業へ

　令和６年６月１９日、
静岡県東伊豆町及び静
岡県水産海洋技術研究
所伊豆分場にて聞き取
り調査ならびに現地調
査を行い、１月から継
続調査をしてきた一次
産業について結び、報
告を行った。

総務産業建設
常任委員会

民生教育防災
常任委員会

  陳　情　書

以上の陳情については、議員に配布しました。

〇　母  王乖彦（オウカイゲン）が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情

議会では、町民の方や町外の方からの陳情などを随時受け付けています。

・・ の受理状況の受理状況請 願　陳 情請 願　陳 情

９月定例会議　議案一覧　３２件
（報告 3 件・人事２件・条例 5 件・工事 2 件・財産５件・予算 6 件・認定 9 件）

報告第　５号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

同意第１０号

諮問第　１号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

議案第２９号

報告第　６号

報告第　７号

認定第　１号

認定第　２号

認定第　３号

認定第　４号

認定第　５号

認定第　６号

認定第　７号

認定第　８号

認定第　９号

報告

条例

財産

予算

予算

予算

予算

予算

予算

報告

報告

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

議
案
一
覧 

〜
９
月
定
例
会
議

指定介護予防関連の条例改正にかかる専決処分の報告について

防犯カメラの設置及び運用に関する条例制定について。町が公共の場所に設置→P16

町税条例の一部を改正する条例制定について。公益信託に関する法律に対応

子ども医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例制定について→P16

町営住宅条例の一部を改正する条例制定について→P16

包括的支援事業を実施するために必要な基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

令和６年度漁港施設機能強化事業（石浜地区）防波堤整備工事を株式会社阿部伊組と
２億８,１６０万円で工事請負契約締結。工期は令和７年 3 月 31 日まで

令和５年度漁港施設機能強化事業ばなな漁港（中山地区）沖防波堤整備工事を株式会社阿部伊組
と１,８５０万円増額し、２億１,５００万円で変更契約締結。完成期日は令和６年 11 月 29 日まで

平磯線の起点、終点の変更（深田 228 番 11 地先～平井田 113 番地先）

平磯連絡線の起点、終点の変更（平井田 98 番 80 地先～沼田 58 番 10 地先）

石泉樋の口線の起点、終点の変更（樋の口 21 番 1 地先～宮方 94 番 2 地先）

馬場船揚場線の起点、終点の変更（馬場 150 番 1 地先～馬場 138 番 3 地先）

権利の放棄について

教育委員会委員に阿部麻帆氏を任命することに同意

人権擁護委員の候補者に山内恵美子氏を推薦

令和６年度一般会計補正予算（第 2 号）→P17

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和６年度市場事業特別会計補正予算（第 1 号）

令和６年度訪問看護ステーション事業会計補正予算（第 1 号）

令和５年度決算に基づく健全化判断比率について

令和５年度決算に基づく資金不足比率について

令和５年度一般会計歳入歳出決算の認定について→P４

令和５年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について→P６

令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について→P６

令和５年度市場事業特別会計歳入歳出決算の認定について→P６

令和５年度水道事業会計決算の認定について　

令和５年度下水道事業会計決算の認定について

令和５年度病院事業会計決算の認定について→P６

令和５年度訪問看護ステーション事業会計決算の認定について

条例

条例

条例

条例

工事

工事

財産

財産

財産

とが最も重要である。こども家

庭センターが設置される来年度、

輝く未来を持った町の子どもた

ちを様々な立場から支え、育ん

でいける町になるよう、今後と

も働きかけていくこととして結

びとする。

　東伊豆町の行政主導による市

民農園事業は、市民要望である

農地の有効活用を事業展開し、

農園を核としたコミュニティー

形成や滞在型観光など波及効果

が高く地域へもたらす役割の大

きさが伺えた。また、水産海洋

調査の概要 技術研究所では、黒潮の大蛇行

による影響は駿河湾でも深刻な

状況で、海流が回復した後、早

期に藻場の再生ができる状態を

確保するため、核藻場の確保に

望みを繋げ大型海藻・アントク

メの研究を始めていた。

　結　び

　農業、水産業の視察調査で見

えたものは、著しい環境側面に

対し人ができることは限りなく

少ないという現状であった。Ｓ

ＤＧｓ（持続可能な開発目標）

に示されるとおり、一次産業は

地域の環境システムの維持とい

った多面的な役割を持っている。

いたずらに危機感を発信するだ

けでは解決策が見出せるもので

はなく、改めて課題を掘り起こ

し、現状を把握することで地域

の特色が併せ持つ産業の在り方

や今後の取り組みの考察に繋げ

ていかなければならない。さら

に資源の再生には失っていく時

間以上に取り戻すための時間が

必要であり、現状では地方自治

体単独での取り組みは難しく、

広域連携も含め各関係機関との

密な関係性を図り地域産業を守

っていく力を醸成したい。その

ためにも、今後もより実証的な

取り組みを蓄積しつつ、加工業

や観光業などとの一層の連携強

化を促進し、収益性の高い一次

産業の確立を図り、当町の一次

産業が持続可能なものとなる施

策の展開を期待し結びとする。

財産

人事

人事



皆さんの考えをお聞かせください。
投稿お待ちしています‼（400 字程度）

「
子
供
た
ち
の
生
活
と
こ
れ
か
ら
の
町
」

志
津
川
廻
館
　

　
　

鈴 

木
　 

和 

志 

さ
ん

　

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
、

夏
祭
り
な
ど
の
行
事
に
中
高
生
が

参
加
す
る
姿
が
多
く
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
校

の
入
学
直
後
か
ら
一
カ
月
以
上
、

登
校
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
通
常

と
大
き
く
か
け
離
れ
た
生
活
を
送

っ
て
き
た
子
供
た
ち
が
活
躍
す
る

機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
先
日
、
私
は
ふ
と
「
子

供
た
ち
は
今
、
こ
の
町
の
中
で
ど

の
様
に
普
段
は
過
ご
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
」
と
も
思
い
、
高
校
生
の

息
子
や
そ
の
友
達
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。
返
答
の
多
く
は
家
に
い
る

こ
と
が
多
く
、
外
出
を
す
る
時
は

気
仙
沼
な
ど
に
行
く
の
が
普
通
な

の
だ
と
。
確
か
に
、
私
は
今
の
南

三
陸
町
に
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て

の
娯
楽
や
友
人
た
ち
と
共
に
過
ご

せ
る
場
所
が
多
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
や
観
光
は
町
の
大
事
な
収
入

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

議
会
か
ら

源
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
こ

れ
か
ら
を
担
う
子
供
た
ち
が
必
要

と
す
る
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
の

当
た
り
前
の
文
化
や
流
行
に
触
れ

ら
れ
る
施
設
や
場
所
を
作
る
こ
と

も
、
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
は

組
み
込
ん
で
頂
き
た
い
と
私
は
思

い
ま
す
。

　

中
高
生
が
町
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
で
社
会
性
が
育
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
多

感
な
時
期
に
人
と
し
て
大
き
く
成

長
し
て
い
く
過
程
の
中
に
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
環
境
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
世
代

に
対
す
る
環
境
は
変
化
し
、
充
実

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
今
を
生

き
る
子
供
た
ち
に
対
し
て
目
を
向

け
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
事
に
私

た
ち
大
人
が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
子

供
た
ち
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

　

毎
年
、
９
月
議
会
は
昨

年
度
の
決
算
審
査
が
中
心

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
期

せ
ず
し
て
、
そ
の
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
含
め
た

４
つ
の
委
員
会
の
委
員
長

を
一
時
的
に
兼
任
し
ま
し

た
が
、
決
算
委
員
長
と
し

て
は
質
疑
と
答
弁
が
噛
み

合
う
よ
う
、
心
を
砕
き
な

が
ら
進
行
し
た
つ
も
り
で

す
。
そ
の
議
会
の
様
子
を
、

今
度
は
広
報
委
員
長
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。
伝
わ

り
切
ら
な
い
部
分
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
動
画
も
視
聴
で

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

我
々
の
任
期
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
１
年
。
や
り
残

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
福
祉

向
上
の
た
め
、
き
っ
ち
り

と
し
た
仕
事
を
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　

後
藤　

伸
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

 　

発
行
責
任
者  

議
長  

星  

喜
美
男

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

雄
一

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

尚
勝

　
　
　
　
　

   

阿
部　
　

司

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

俊　
　
　
　

映像配信中！

パソコンやスマートフォンから、　

議会開会中はリアルタイムで、

後日見たい場合は録画

映像をご覧になれます。

次回の会議（予定）

１２月３日（火）

午前１０時から

次回の会議（予定）

１２月３日（火）

午前１０時から

皆さん議会を傍聴

してみませんか？
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